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只野 正志 (岐大 ･教養 )
只野 柳 (名大 ･医 )
生殖細胞の成熟,受精,卵割,極性などの諸現
象の機構解析の基として生殖細胞の形成に於ける
形態的変動と複合糖質を検索する邸を目的とした｡
雄では前回に続き精子形成と温皮との関連を検討
した｡党殖期のニホンザル(5才雌雄,3才雄 )
の生殖巣の一部を分離後2分し,一方は酢酸カル
シウム･ホルマリン混液で固定しパラフィン包埋
した｡他方はグルターJL,アルデヒド･オスミュー
ム酸溶液で固定,樹脂包埋後共に切片として観窮
した｡卵巣には10数種の糖質検出法に切片を用い
申眉の頼粒細胞期,2屈から卵胞腔のもの,卵丘
形成のものを前,中,後期とし前年の研兜を補強
充実の方向で進めた｡
卵は中,後期に過沃素酸シップ(FAS),アル
シアン青(ABpIIl.0),コロイド鉄(Dト FCY),
シアル酸が陽性,中期のDI-FCYでタ限層に朗性
煩粒がみられた｡透明帯,煩粒層細胞,卵胞彼等
は多くの反応が陽性であるが透明柑以外にシアリ
ダーゼの消化は陰性であった｡透明号音iの内屑は
FAS,高鉄ヂアミン,過沢葉酸フエニールヒドラ
ヂンシップは強陽性で低鉄デアミンはgg駒性であ
った｡中層はコンドロイチナ-ゼACにより'ABC
では外層が強く消化された｡また外層はAIlplil.0
2.5で1強陽性を示し透明1割まシアリダーゼにJ:ら
一様に消化された｡
対照が増大,潮紅し旺盛な精子形成を示した1
年後の人為的潜伏軍丸では肉眼的に結組枯様梢道
がみられた｡曲精細管は萎縮,内腔消失を超し多
数の大小空泡をもつ微粒子の集合体と変り周辺か
ら分離,細分化する｡周囲に多くの腰原繊維があ
lるが精細胞は全くみられない.繁殖期にある3才
の対照撃丸には少数の精祖細胞と多数のセルトリ
